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東京工業大学は、1881年に設立以来、理工系のトップユニバーシティとして最先端の研究活動をリードしています。
建学の精神である『ものつくり』に始まり、物理、化学、機械、材料、環境、生命科学など
科学技術に関わるあらゆる分野において優れた研究成果を次 と々生み出しています。

東工大の研究

研究における３つの重要な取り組み

益学長からのメッセージ
東京工業大学は、世界最高水準の教育研究活動が期待されている指定国立大学法人
として、科学技術の新たな可能性を掘り起こし、社会との対話の中で新時代を切り拓
くことを目指しています。本パンフレットでは、本学の研究のエッセンスを、革新的
科学技術の創出、真理の探究と新たな知の創造、知の社会実装の3つの観点から
皆様に紹介いたします。未来を感じさせる、そして新たな産学連携に繋がる本学
の研究の取組みを数多く見出していただければ幸いです。
私たちは、大学の持つ多様性を活かし、スピード感をもった決断と実行で、魅力的でワ
クワクする、そして社会に貢献できる研究に挑戦してまいります。東京工業大学の研究
力に是非ご期待ください。

東京工業大学長
益 一哉

人類の持続的発展のための
革新的科学技術の創出

知の社会実装
を通しての社会への貢献

真理の探究と
新たな知の創造

ノーベル賞	大隅良典栄誉教授	2016年生理学・医学賞	「オートファジー（自食作用）の仕組みの分子レベルでの解明」
	 白川英樹博士	 2000年化学賞	「導電性高分子の発見と発展」
日本国際賞	細野秀雄教授	 2016年	「ナノ構造を活用した画期的な無機電子機能物質・材料の創製」	
	 末松安晴栄誉教授	 2014年	「大容量長距離光ファイバー通信用半導体レーザーの先導的研究」
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( 女性 254人)

博士後期
1,437人(女性 284人)(留学生 523人)

2.8億円 (2017年度 )

産
学
連
携

特許等実施料収入

92社(2018 年12月末時点 )

大学発ベンチャー累計企業数

（人員数:2018年5月／研究論文、トップ1%論文：2013-2017 5年分累計、Web of Science ／国際共著論文：2017年、Web of Science ／収入・支出：2018年見込み）

理学院

工学院

物質理工学院

情報理工学院

生命理工学院

環境・社会理工学院

学院（教育組織）

リベラルアーツ研究教育院

研究拠点組織		大型資金による独立した組織

地球生命研究所(ELSI)
元素戦略研究センター(MCES)
地球インクルーシブセンシング研究拠点EISESiV)

教育と研究

(769人)

(53人)

科学技術創成研究院 (170人)

（　　）内は常勤教員数 

研究推進体制

学長

理事・副学長
（研究担当）

研究実施組織

研究・産学連携本部

戦略統括会議
研究・産学連携戦略立案部会

全学的な企画・立案

C O N T E N T S

1.		概要
2.	研究ハイライト
3.	研究院、学院等
4.ライブラリ

1
5
13
23

1.	概要

グローバル水素エネルギー
ビッグデータ数理科学
スマート創薬
ハイブリッドマテリアル
バイオインターフェース
ナノ空間触媒
全固体電池
量子コンピューティング
化学資源持続生産 *
異種機能集積 *

先進エネルギー国際研究センター
社会情報流通基盤研究センター
細胞制御工学研究センター

未来産業技術研究所（FIRST）
フロンティア材料研究所（MSL）
化学生命科学研究所（CLS）
先導原子力研究所（LANE）

研究センター
中規模かつ学際的研究

研究所
大規模かつ長期的研究

基礎研究機構

研究ユニット
卓越したリーダーの下で尖った研究

科学技術創成研究院
柔軟なグループによる研究が特長
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東工大の研究

惑星の誕生・進化を
シミュレーションで
解析する
井田　茂
地球生命研究所

量子コンピュータの
理論的基礎を構築
西森　秀稔
科学技術創成研究院

イノべーションによる
持続可能社会の構築
梶川　裕矢
環境・社会理工学院

生細胞、生体内の
遺伝子発現制御
木村　宏
科学技術創成研究院

iPS細胞の
消化器官への分化誘導
と創薬への応用
粂　昭苑 
生命理工学院

障害を持つ方のもつ
多様な身体感覚
伊藤　亜紗
リベラルアーツ研究教育院

原子核反応を理解し
原子力をより安全に
千葉　敏
科学技術創成研究院

交通を中心とした
解析による
都市計画の提案
屋井　鉄雄
環境・社会理工学院

大地震でも
機能維持可能な
建築・都市の実現
山田　哲
科学技術創成研究院

面発光レーザによる
超高速光通信と
3D光センシング
小山　二三夫
科学技術創成研究院情報通信技術の

進展に対応する
システム制御の開発
石井　秀明
情報理工学院

金属元素を組み合わせ
新たな物質を創製
山元　公寿
科学技術創成研究院

高度な機能を有する
ソフトマテリアルの開発
福島　孝典
科学技術創成研究院

光触媒でCO2を
有用物質に変換
石谷　治
理学院

原子レベルの設計に
よる耐熱鋼・超合金の
高性能化
竹山　雅夫
物質理工学院

環境負荷の少ない
効率的な固体触媒
原　亨和
科学技術創成研究院

全固体電池の実用化
菅野　了次
科学技術創成研究院
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非線形拡散系の
ダイナミクスの解析
柳田　英二
理学院

究極の素粒子を
通して宇宙進化の
謎に迫る
久世　正弘
理学院

高分子デザインで
次世代の診断・治療薬
西山　伸宏
科学技術創成研究院

脳の機能を
コンピュータで再現する
小池　康晴
科学技術創成研究院

ビッグデータを
用いた社会・経済の
物理学の構築
高安　美佐子
科学技術創成研究院

世界最速の
ミリ波無線機
岡田　健一
工学院

細胞内の分解システム
オートファジーの解明
大隅　良典
科学技術創成研究院

タンパク質の
折りたたみを解析し、
その一生を理解する
田口　英樹
科学技術創成研究院

地球の進化を探り
生命誕生を知る
HERNLUND JOHN
地球生命研究所

ダイヤモンド
量子センサの生体や
環境エネルギー分野
への応用
波多野　睦子
工学院

数理科学を
企業活動に応用
水野　眞治
工学院

現代政治における
ナショナリズムと宗教
中島　岳志
リベラルアーツ研究教育院

人工筋肉を利用した
柔らかいロボット
鈴森　康一
工学院

複雑流動現象の
高度な
数値シミュレーション
肖　鋒
工学院

超大規模
シミュレーションによる
混相流解析
青木　尊之
学術国際情報センター

リチウムイオン電池・
燃料電池の高効率利用
平井　秀一郎
工学院

ロボットによる
スポーツ工学や
生体工学
中島　求
工学院

電子の
ダイナミクスを解明し
量子情報技術へ展開
藤澤　利正
理学院

高精度な自己位置
推定を実現する量子
慣性センサ技術
上妻　幹旺
理学院

腸内環境ダイナミクス
の解明
山田　拓司
生命理工学院

独自の視点から
役に立つ新物質・材料を
創り出す
細野　秀雄
元素戦略研究センター
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電気・
電子工学
情報工学
191人

化学、材料
256人

融合理工学
人文・社会
科学

171人
194人

機械工学
土木工学
建築

108人

数学、
物理、地球
惑星科学

124人

生命理工学



金属錯体と半導体というそれぞれ全く異なる物質
群を融合したハイブリッド材料を光触媒として用
い、常温常圧下でのCO2固定化を実現しています。
従来にない融合領域を切り開く新たな人工光合成
技術として世界的に注目され、2013年以降に発表
した関連論文の引用件数は700回を超えています。
今後のさらなる研究の進展により、将来のエネル

ギー・環境
問題解決に
資する画期
的成果の創
出が期待さ
れています。

CO2を再資源化する光触媒

地球・環境エネルギー 地震・災害対策

建築・交通

人類の持続的発展のための革新的科学技術の創出

石谷治、前田和彦  理学院

青色発光色素のアミノナフタレン誘導体が、特定
の組成を持つ化学物質を認識し、紫外光(UV)を照
射すると蛍光が消光されて分解する光トリガー分
子であることを発見しました。この色素を組み込ん
だ高分子ゲルに、環境汚染物質であるトリハロメタ
ン類を微量加えると、蛍光が消光しゲルが分解す
るため、市販のブ
ラックライト(UV)
を使うだけで、簡
単に検出すること
ができます。

太陽光発電が大量導入された状況でも調和して
安定に電力供給を実現するために、太陽光発電
予測を活用した電力系統制御手法を国内17大
学・研究所（研究者76名）、国外8大学の研究者
とともに共同で研究開発しています。太陽光発電
出力の予測は大変難しく、また、限られた時間帯
しか発電できないといった特徴があります。その
ため、大外れする場合も想定した、かつ蓄電池制
御や電力市場メカニズムを活用したエネルギー
マネジメント手法を総合的に開発し、超スマート
社会の基盤となる次世代エネルギーシステムの
構築を目指しています。

特定の環境汚染物質を
簡便に検出できる高分子ゲル

太陽光発電を中心とする
次世代電力エネルギーシステムの開発

小西玄一  物質理工学院

井村順一  工学院

後藤は、企業経営とイノベーションの視点から、エ
ネルギーや環境の問題を研究しています。環境保
護への対応や人材の活用など、企業の社会的側面
を考慮した生産性の向上や技術進歩の促進に関
する分析を、各種データを用いて行い、持続可能な
社会における企業経営の将来像を研究しています。
クロスは未来型エネルギーと教育工学をテーマ
に、環境エネルギー政策、バイオ燃料、教育など
の分野で、グローバルに研究を進めています。大
規模公開オンライン講座(MOOC: Massive 
Open Online 
Course)の開発
や制作、研究に
も積極的に取り
組んでいます。

グローバルな視野でエネルギーと
環境を考える
後藤美香、ジェフリー・クロス  環境・社会理工学院

プラスチックは現代社会に欠かせない材料ですが、
そのほとんどは石油を原料とし難分解性であるため
に、その生産や廃棄は環境に負荷をかけています。一
方、微生物が体内に蓄積するポリヒドロキシアルカン
酸というポリエステルはバイオマスを原料とし、さらに
自然環境中の微生物によって分解される生分解性プ
ラスチックです。遺伝子操作によって細胞内代謝を改
変し、優れた物性のポリエステルを効率よく合成する
微生物を作製しました。このような微生物ポリエステ
ルを環境にやさしいプラスチックとして利用すること
で、持続的発展可能な社会の構築に貢献できます。

超高層建築や体育館など鉄骨造の建物を対象に、
新しい免震・制振技術や既存建築の耐震改修技術
を開発し、鉄骨造建物の地震被害低減を目指して
います。構成要素の現実的な履歴挙動に基づく地
震塑性応答解析、構成部材の破壊実験、地震入力
の評価など、地震動から全体システムとしての建
物を幅広く扱い、極限地震下で建築構造物が発揮
し得る終局耐震性能の解明を行っています。非構
造部材・設備も含めた、建物全体の安全性向上の
ための研究を進めていきます。

微生物でつくる、
環境にやさしいプラスチック

鉄骨造建物を対象とした耐震技術
福居俊昭  生命理工学院

山田哲  科学技術創成研究院

神田は、最先端技
術で都市気象学
を世界的にリード
する研究を行って
います。スパコン
による都市気象予測技術、世界唯一の屋外都市実
験施設、先進的な環境計測技術を駆使して、ヒートア
イランド、熱中症、ゲリラ豪雨、大気汚染など都市特
有の気象を世界規模で解明しています。
鼎は、「水惑星・地球」を研究対象に、日本の大雨・洪水
対策を考える研究から、100年後を見すえた地球規
模での水資源・食料・再生可能エネルギーの持続可
能性の探究まで、水循環と河川に関する世界最先端
の研究に幅広く取り組んでいます。

地球環境の未来をデザインする
神田学、鼎信次郎  環境・社会理工学院

群馬県北東隅にある草津白根山は我が国に111座あ
る活火山の一つです。東工大は草津白根山において
半世紀以上にわたって観測研究を続けており、1986
年には草津町に草津白根火山観測所を設立、水蒸
気爆発の発生場と水蒸気爆発の噴火予知に関する
観測研究を続けています。水蒸気爆発は前兆現象
が極めて微弱であるためその噴火予知は現在でも
難問の一つですが、2014年３月末頃から地盤変動、
地震活動、全磁力、火口湖水及び火山ガス組成の
全てにおいて草津白根山の活動が活発化しているこ

とを捉えることが
できました。これら
の結果は気象庁な
らびに草津白根山
火山防災会議協議
会の防災対応へと
結びつきました。

地球物理、地球化学の融合による
草津白根山の先端的火山監視観測
野上健治、寺田暁彦、神田径、小川康雄  理学院

地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を60％
以上削減し、棟内で消費される電力をほぼ100％自
給自足できるエネルギーシステムを有する世界で
も類をみない環境エネルギーイノベーション棟（EEI
棟）のデザインアーキテクトを担当しました。
竹内は、「建物は自然災害に対してタフでなければ
ならない。かつ美しいことが望ましい」というコンセ
プトのもと、立体トラス構造やテンション構造など

安全安心な低炭素社会に向けた
チャレンジ
竹内徹、塚本由晴  環境・社会理工学院
伊原学  物質理工学院 健康・医療・障がい者支援

教育とICT

社会科学

2. 研究ハイライト

アカデミズムと宗教界と市民社会をつなぐ活動を
行っています。東日本大震災後は、地域における
コミュニティスペースでの後方支援や学生ボラン
ティアを組織し、今も自ら現地での復興イベント
に携わっています。こうした実践を通じて、それ
まで研究対象とのデタッチメント（分離）を旨とし
てきた研究潮流に対して、あえて研究対象との協
働や寄り添いを核とした「関与型調査」を提唱して
います。その活動は被災地研究だけではなく、教
育（特にいのちの教育）や宗教の社会貢献（特に貧
困支援）の分野にも及び、研究の社会貢献を模索
しています。

ヒト腸内細菌に焦点を当て、特定の疾病の際に腸
内環境がヒトにどのような影響を与えているか、
または受けているか、を明らかにすることを目指し
て研究を進めています。臨床現場と密に連携をし
ながら、ヒト腸内細菌、代謝物質、生活習慣、食
習慣、内視鏡データなど、ヒト腸内環境にまつわ
る超多次元データを網羅的に収集しています。こ
のデータを利用することで大腸がん発がんに関わ
る腸内環境因子の特定を目指しています。現在は
大腸がんに焦点
を当てています
が、ここで蓄積し
ているデータや
知見は今後様々
な疾患において
利用されること
は間違いないと
考えています。

研究対象との協働による
「関与型調査」を通じて社会貢献

ICTを活用した
学習支援システムの開発

ヒト腸内環境の超多次元データ解析

弓山達也  リベラルアーツ研究教育院

室田真男  リベラルアーツ研究教育院

山田拓司  生命理工学院

交通・都市・環境を探究する

先端的交通研究ユニット（Transport Studies 
Unit:TSU）は、安全かつ質の高い生活の実現に
向けた交通システムの計画・運用・制度設計等を
研究しています。朝倉は、情報通信技術を用い
たヒトとクルマの動きの観測と解析や、非常時
の交通マネジメントを研究しています。屋井は、
交通計画の策定プロセスや市民参画、航空交通
管理から、鉄道、道路、自転車交通政策まで、人
を中心としたインフラ計画について研究してい
ます。花岡は、開発途上国・新興国の成長阻害要
因となっている問題を交通・物流分野から解決
する「交通開発学」の関連研究を進めています。
室町は、都市計画・交通計画をキーワードに、コ
ンパクトシティ、運輸部門の気候変動対策、リ
アルタイム交通安全対策等の研究をしていま
す。福田は、国土レベルの流動から歩行者まで
の幅広いモビリ
ティを対象に、
ビッグデータを
活用しつつ解析
的・応用経済学
的研究を進めて
います。

腫瘍内微小環境(特に低酸素)に注目して治療法の
開発研究を行っています。悪性化の重要因子のひ
とつである低酸素誘導因子（HIF）や免疫抑制細胞
に注目して、新規の治療標的を見つけ出す基礎研
究を推進しています。更に、治療標的の可視化や
治療効果を評価するマウスモデルの開発に生体光
イメージングを取り入れ、世界をリードするイメー
ジング技術やイメージングプローブの開発を行っ
ています。今後は、がん微小環境を標的とした治
療法の開発をさらに発展させていくとともに、光を

用いた診断装置や造
影剤開発を進め、東
工大発の機器開発を
分野横断的研究で推
進していきます。

がんの低酸素を攻略し、
がん治療に光明
近藤科江  生命理工学院

ほぼ全ての周期律表の元素を使う合金設計によ
り新形状記憶・超弾性材料の研究開発を進めて
います。これらの材料は、安全かつしなやかであ
り、レントゲンやMRIの撮影がし易いため、心
臓病や脳卒中等の血管疾患治療機器を格段に進

人や環境に優しい新機能性材料の創製
細田秀樹  科学技術創成研究院

ゲーム理論と社会ネットワーク理論を融合するこ
とで、それまで別々に行われてきた、集団や社会
の中での主体間の利害関係の分析と人間関係の
分析を同時に行うことを可能にする枠組みを構築
しました。その枠組みを集団や社会の意思決定や
合意形成の分析に応用しています。数理的に展開
される理論を武器に、提携（派閥・党派）の形成や
意思決定に要する時間などを枠組みに組み込み
ながら、集団や
社会における紛
争解決や異文化
理解、組織開発
への展開を目指
しています。

ゲーム理論と
社会ネットワーク理論の融合
猪原健弘  リベラルアーツ研究教育院

現代は、一人一人がスマートフォンやタブレッ

ト型端末などネットワークに接続された端末を
常時携帯しています。そうした環境を活かし、
教室、自宅、外出先など様々な場所において、
個人だけでなく複数の学習者が協働する学びを
実現する学習支援システムを研究開発していま
す。具体的には、英語スピーキング支援システ
ム、野外における防災学習支援システム、動画
を活用した相互評価支援システム、タブレット
端末によるコンピュータテストシステム等を研
究開発しています。教育工学の研究アプローチ
をとり、新しい機能を有する学習支援システム
を開発し、その効果をデータにより実証的に検
証しています。

の空間系鋼構造、制震・免震技術などの応答制御技
術を中心に「華麗でタフな」建築構造を実現するた
めの研究に取り組んでいます。
塚本は、「風土や暮らしに根差した先人の知恵を建
築設計に生かしたい」という考え方に基づき、建築
意匠の研究と設計を通じて、建築の構成、人々や自
然の「ふるまい」、制度等の社会的枠組みの、より良
い相互関係を探求しています。
伊原は、EEI棟のエネルギーシステムの設計を担当
し、キャンパス内の1.4MWの太陽電池、燃料電池、
ガスエンジン、蓄電池を総合的に制御するスマート
エネルギーシステム“エネスワロー”を開発・実証し、
そのビッグデータを活用したシステム・シナリオ研
究などにも取り組んでいます。

研究における３つの重要な取り組みの最新の研究成果をご紹介します。

朝倉康夫、屋井鉄雄、花岡伸也、室町泰徳、福田大輔  
環境・社会理工学院

歩させるとして期待されています。また、磁性形
状記憶合金を利用した複合材料を開発し、遠隔
より磁場で操作できるアクチュエータの研究も
進めています。これらの
研究は、従来材料を凌
駕する機能をもつだけで
なく、人や環境に優しい
新技術として注目されて
います。
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地球の25億年前より古い岩石には、硫黄の同位体異
常が報告されていました。その原因は、酸素がほとん
どなかった地球の初期大気に紫外線があたることに
よるものとされていましたが、有力な仮説の一つでし
かありませんでした。研究グループは、実験室でそれ
を正確に再現することに初めて成功しました。その結
果、地球の初期大気にはこれまで考えられてきた以
上に二酸化炭素の量
が少なく、代わりに一
酸化炭素の濃度が高
かったという新しい知
見をもたらしました。

地球初期大気に一酸化炭素が存在

地球、宇宙、生命の起源

生物、細胞学

新材料

2. 研究ハイライト真理の探究と新たな知の創造

上野雄一郎  理学院

マントルの対流撹
拌運動を調べるた
め、二酸化ケイ素に
富んだ粘性の高い
物質をマントル対

流の数値シミュレーションに追加しました。この結
果、初期条件として与えた成層構造が大幅な逆転
を生じた後、マントルは大きなロール状の対流セル
構造となり、そこでは二酸化ケイ素の少ないもろい
岩石が上部にたまり、下部マントルの中の二酸化ケ
イ素が多い強固なブロックの周囲を、巨大なベルト
コンベアで運ばれるように循環することが分かりま
した。このような強固な領域の存在により、沈み込
むプレートの中に、マントルの底へと沈んでいかず、
中間の深さで一度滞留するものがある理由が説明
できます。対流するマントルに太古の岩石が残存し
ていることは、多くの科学者にとって長年の謎でし
た。しかし二酸化ケイ素に富んだ強固な岩石と、二
酸化ケイ素が枯渇した、もっとずっと壊れやすいマ
ントルとがあまり混ざり合わなかった結果だと考え
れば、この謎がようやく解明できるかもしれません。

地球マントル大循環の新説
「コンベアベルトモデル」を提唱
マキシム・バルマー  廣瀬敬 他  地球生命研究所

遺伝子発現制御の生細胞ダイナミクス
木村宏  科学技術創成研究院

小池康晴  科学技術創成研究院

タンパク質集合体の
機能化手法の開発
上野隆史  生命理工学院

植物や藻類の脂質研究から切り開く、
光合成生物の進化研究と有用脂質生産構築
太田啓之  生命理工学院

多細胞生物では全ての細胞が同じ遺伝情報を
持っていますが、個々の細胞では発現する遺伝
子が異なり、それぞれ特殊な形態や性質を示し
ます。抗体由来のプローブを用いて、生細胞内で
のヒストン翻訳後修飾やRNAポリメラーゼの動
態をイメージング解析し、遺伝情報が発現する
仕組みの解明に取り組むと共に、国際ヒトエピゲ
ノムコンソーシアムなど海外との共同研究にも
参加しています。

本研究では、「脳はどのように身体運動を表現し
どのように制御問題を解いているのか」を解明す
ることを目指し、運動課題中の脳波および身体運
動信号から脳の計算理論を読み解く「計算論的脳
身体イメージング法」なる新分野を開拓すること
を目的としています。人間は、生まれた時から、
自律的に環境との相互作用によって知識を獲得
しています。例えば、誰にも教えられることなく、
手足が自由に動かせるようになり、道具を使い始
め、言葉を喋るようになります。このようなこと
が行えるのは、脳の中に何かが獲得されたためで
す。このような人間の脳の機能を知り、コンピュー
タを使ってその機能を再現することを目標にして
います。高齢化が進み、何らかの障害を持ったと
しても、新しいリハビリテーション手法や身体と
一体化する補助器具などにより、生活の質を確保

し、安全で安
心した暮らし
が実現できる
社会の実現に
向けて研究を
進めています。

生命誕生前の初期地球における
炭化水素の合成過程を推定
吉田尚弘、丸山茂徳、黒川顕（現・遺伝学研究所）、
上野雄一郎  地球生命研究所

宇宙には太陽以外の恒星の周りを回る惑星が多数
存在することが分かっています。これを「太陽系外
惑星（系外惑星）」と呼びます。当センターは、宇宙
に存在する多様な系外惑
星の姿を天文学観測によっ
て明らかにし、太陽系を含
む惑星系の形成と進化の
過程を解明することを目的
として、2017年に設立さ
れました。研究グループ
は、巨星と呼ばれる太陽よ
りも大きな恒星を巡る惑星
の探索で世界をリードしています。これまでに約30
個の系外惑星を発見し、2016年には、国内外の大
型望遠鏡を用いた足掛け9年に及ぶ観測によって、
2つの惑星がお互いに逆向きに公転している可能性
のある大変珍しい系外惑星系を発見しました。今後
も数多くの系外惑星を発見し、人類の新しい宇宙観
の形成に寄与することを目指しています。

太陽系外惑星の探索
佐藤文衛  理学院 系外惑星観測研究センター

重力波検出器の開発
宗宮健太郎  理学院

超伝導材料や電池材料として知られているスピネ
ル型酸化物LiTi2O4の表面の原子配列と電子状
態を解明し、最表面にチタン原子が三角格子状に
並んでいることや、表面の超伝導性が固体内部と

新しいタンパク質集合体の機能化手法の開発を行
なっています。具体的には、ケージ構造や、針状のタ
ンパク質集合体、タンパク質結晶などを用い、合成
化学やタンパク質工学、様々な測定手法を駆使して
細胞内で行われる化学反応の理解や制御、タンパク
質動的挙動を用いたバイオマテリアルの創成に取り
組んでいます。近年では、細胞内で形成されるタン
パク質結晶に着目し、酵素の鎧や分子フィルターの
役割を果たすタンパク質結晶の合成に成功しまし
た。また、金属とタンパク
質との複合化による機能創
成も行なっており、生体関
連化学から材料科学まで
幅広い分野を網羅する研
究成果を発信しています。

蛇紋岩と呼ばれる岩
石は、現在の地表には
わずかしか露出してい
ませんが、地球誕生直
後の海底では最もあり
ふれた岩石でした。こ
の岩石が水と反応す
ると高濃度の水素ガスが生成され、生命誕生に必
要なエネルギーと有機物の合成を促した可能性が
あります。長野県白馬地域の温泉の調査から、この

スピネル型酸化物の
原子観察に成功 
一杉太郎  物質理工学院

数学、数理科学

コンピュータに
「考えさせる」ための数理 
樺島祥介、山下真  情報理工学院

膨大な可能性の中から最善の策を見つけ出す。デー
タを分析しその背後にある規則を抽出する。こうした

「考える」課題を、少し前までのコンピュータは苦手と
していました。しかし、将棋や囲碁での目覚ましい活
躍が象徴するように、近年の人工知能技術に基づく
コンピュータは「考える」課題についても著しい成果
を挙げています。そうした飛躍的な技術発展を支え
る、コンピュー
タに「考えさせ
る」方法を数理
的視点から研
究しています。

表面張力によって動く
界面の数理解析
利根川吉廣  理学院

特異点を含むネットワークなど、非常に一般的な任意
次元の界面が表面張力によって動いていく、いわゆる
平均曲率流の問題に対して、基礎的な一般解の存在
理論と正則理論を確立しています。近年世界最先端
の研究拠点において平均曲率流に関する集中的な講
議を行っており、一連の研究成果に対する注目を集
めています。界面の平均曲率流は結晶粒界運動のモ
デル問題でもあり、微分幾
何や変分法、そして材料科
学や画像解析に至る広い分
野に関連する、学術的意義
の高い研究トピックです。 ネットワークの平均曲率流

新たに系外惑星が発見された
恒星HD47366（国立天文台）

不可能を可能にする分子技術
福島孝典  科学技術創成研究院

分子の立体・電子構造、官能基などを戦略的に考
え、新しい性質を示す有機・高分子を開発していま
す。また、自己組織化や表面／界面制御により、開
発した分子群を合目的的に精密集積化させる手法
を開拓し、革新的ソフトマテリアル（柔らかい材料）
を創製しています。単一分子から、二次元的な薄膜、
三次元的な構造規則性を有する分子集合体など、
多種多様な物質形態・状態を対象に、物質が示す
新現象の探求とともに、従
来技術では実現できなかっ
た課題を解決する分子技術
を開発しています。

デザインとアート
領域を越境して科学技術・アート・
デザインを探究する
野原佳代子、藤井晴行  環境・社会理工学院

目の見えない人の「見方」に迫る
伊藤亜紗  リベラルアーツ研究教育院

目の見えない人が、聴覚や触覚、あるいは言葉を使
いながら「見る」世界は、目が見える人が視覚でとら
える世界とは全く異なっています。当事者へのイン
タビューをもとに、その奥深さを研究し、『目の見え
ない人は世界をどう見ているのか』などの著作にま
とめました。その成果をアートやスポーツの領域に
も応用しています。また「視覚のない国をデザインし
よう」というワークショップを開催し、「見えない人を
サポートする」という福
祉的な視点ではなく、「見
えないという視点から社
会をとらえなおす」試み
を広げています。 撮影＝御厨慎一郎　提供＝森美術館

原子力と宇宙

原子力においては安全性の追求とともに原子燃料

核データ研究による
革新的原子力システム

脳の運動制御・学習機構の
モデル化とその応用

千葉敏  科学技術創成研究院

蛇紋岩の表面における炭化水素の
合成模式図

現代政治におけるナショナリズムと宗教
中島岳志  リベラルアーツ研究教育院

近年、世界各地で排外主義的なナショナリズムの高
揚や宗教原理主義の台頭が見られます。この共時的
な現象の論理やメカニズム、歴史的経緯を明らかに
し、新たな共生社会のあり方を模索します。これま
での研究では、「①現代インドにおけるヒンドゥー・
ナショナリズム研究」、「②近代日本の超国家主義研
究」を基盤に、「③現代日本の右傾化問題」について
考察してきました。これからも「信仰」と「愛国」とい
う精神性・アイデンティティの問題が政治といかなる
関係性を持つのかについて議論を進めていきます。

政治と宗教

デザイン分野、またアート・デザインと科学技術との
コラボで世界最先端の研究を行っています。野原は、

「翻訳」をキーワードに、言語学、記号論、コミュニケー
ション論を使って学際的な研究教育を行っています。
翻訳とはメディアを換えて表現し新しい価値を生み出
すこと。「科学を感性で表現すれば新しいロジックの
アートが生まれる。アート思考を入れると、科学もきっ
と次へ行く。」 芸術家やデザイナー、編集者、ジャーナ
リスト、博物館、企業らと国際的にコラボし、科学とアー
ト・デザインを結ぶ新しい現場と理論を創出していま
す。藤井は、デザイン科学および建築計画基礎・原論
の領域の研究を行っています。「デザイン（設計）する
とはどういうことか？」、「デザイン・マインドとはいかな
るものごとか？」という問いを基底にして、認知科学、
知能情報学、デザイン、芸術、哲学の専門家たちと実
践的な活動をしています。
デザインという行為を対
象とする科学の方法、デ
ザイン・マインドを涵養す
る方法を探究しています。

研究における３つの重要な取り組みの最新の研究成果をご紹介します。

は異なっていることを明らかにしました。この成果
は、原子1つ1つが識別可能な走査型トンネル顕微
鏡（STM）と高品質薄膜作製装置を、大気に触れる
ことなく連結した複合装置の独自開発によるもので
す。超伝導現象の起源や、電解質との界面がどのよ
うに形成されているのか理解が深まり、超伝導材料
やリチウムイオン電池の特性向上が期待されます。

地球上に最も多量に存在する生体膜脂質といわれ
る植物葉緑体の主要糖脂質の合成酵素遺伝子を
世界に先駆けて発見・同定し、その光合成における
必要性やリン欠乏応答時の役割を初めて明らかに
するなど、植物脂質研究の分野で先駆的業績を上
げてきました。近年は、陸上植物に最も近い藻類
の仲間といわれる車軸藻類のゲノムを世界で初め
て解読し、車軸藻類が藻類でありながら細胞表層
にワックス様の脂質成分を持つことを明らかするな
ど、藻類に関わる独創的な研究を展開しています。
特にこれまでの植物や藻類での基礎研究の成果を
もとに、近年注目されている油脂高生産性藻類の
油脂高蓄積機構の解明や、油脂合成能改変の基
盤技術構築を行うなど、常に世界をリードする研

究成果を
生み出し
続けてい
ます。

アインシュタイン博士の理論が予言した時空のさざ
波「重力波」は2015年に米国のLIGO望遠鏡で初め
て観測されました。LIGOが観測したのは太陽の30
倍ほどの重さをもつ2つのブラックホールが徐々
に接近して合体する様子で、重力波以外の手段で
は観測することができないものです。日本でも重
力波望遠鏡KAGRAの開発が急ピッチで進められ
ています。KAGRAはLIGOが導入していない最先
端の技術をいくつも盛り込んだ最新式の重力波望
遠鏡です。当研究室はKAGRAの建設が開始され
た2011年から開発に携わり、主に光の量子揺らぎ
を軽減するための手法の確立に貢献してきました。

KAGRAは2020年頃に完
成予定で、米国のLIGOや
欧州のVirgoと共に国際的
な重力波観測ネットワーク
の構築を目指しています。

生体信号同時計測システム

筋活動計測

運動計測

脳波計測

best

rule

温泉ガスに含まれるメタンが温泉水と同じ程度の
重水素を含むことを見いだしました。つまり、温泉
の炭化水素が水を水素源として合成されたという
ことになります。今まで知られていなかった無機的
な化学反応によって、生命のもととなる炭化水素が
合成されるというこの発見は、初期地球における生
命誕生の一つの可能性を示唆するものです。

の高燃焼度化による効率的利用や、使用済み燃料
中の長寿命放射性廃棄物の核変換処理法の確立
が喫緊の課題です。革新的原子力システムの構築
に必要な不安定原子核の核反応及び崩壊特性に
は未知な点が多く、その解明のため理論的な研究
を進めています。この技術を応用し、宇宙における

重元素の起
源や宇宙の
進化に関す
る研究を進
めています。
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ビッグデータ、AI エレクトロニクス・通信

新材料

2. 研究ハイライト知の社会実装を通しての社会への貢献

本研究室発案の量子アニーリングは、最適化問
題と呼ばれる問題を解くための基本原理です。
人工知能を支える機械学習の多くの課題が最適
化問題であり、量子アニーリングは機械学習・
人工知能の開発をさらに促進するための次世代

量子アニーリング理論による
量子コンピュータの実現
西森秀稔  科学技術創成研究院 冷却原子を用いた

量子シミュレーションと量子センサ

トポロジカル絶縁体を用いた
超低消費電力SOT-MRAMの開発

上妻幹旺  理学院

次世代スーパーコンピュータのための高速化
アルゴリズムの開発を行っています。特に東
工大のスパコンTSUBAME3.0に搭載された
GPU上で高速に動作する高演算密度で高並列
なアルゴリズムを開発しています。大規模な
流体シミュレーションや分子シミュレーショ
ンに用いられる階層的低ランク近似法や混合
精度演算は近年盛んになっている深層学習の
計算にも応用することができるため、科学技
術計算と深層学習の両方の研究に取り組んで
います。

有機EL用透明酸化物半導体
細野秀雄  元素戦略研究センター

次世代スパコンの
基盤ソフトウェア・アルゴリズム

超高並列アルゴリズム、次世代ビッグデータ
に向けたメモリ階層活用技術、機械学習の高
速化・大規模化など、高性能計算( H P C ) の
ためのソフトウェア基盤技術の研究開発を
行っています。ゲノム解析の大規模処理、衛
星による地球観測画像解析、分子や気象のシ
ミュレーションなど、今後の科学技術の発展
には高度なスーパーコンピューティング技術
の重要性がますます高まっています。

次世代のビッグデータに対応する
スーパーコンピューティング技術
遠藤敏夫  情報理工学院、学術国際情報センター

横田理央  情報理工学院、学術国際情報センター

0.1 ～ 30 THzのテラヘルツ電磁波を、高感度
かつ高解像度で検出できるテラヘルツスキャ
ナを開発しました。カーボンナノチューブ検出

フレキシブルな
テラヘルツスキャナの開発
河野行雄  科学技術創成研究院

近年、半導体業界で叫ばれているムーアの法
則の限界に正面から取り組み、デバイスを構
成する既存の材料・プロセス技術の限界を打ち
破るための研究です。将来のエレクトロニク
スを支える次世代デバイスに適用できるデバ
イス構造技術、その材料・作製プロセス技術を
物理的な基礎メカニズムに戻って開発を進め
ています。主に、省エネルギー社会に必須の
次世代パワー半導体デバイス分野で展開し、
未来社会の飛躍の基礎を創っています。

新素材・プロセス技術で
半導体の限界を打破
筒井一生  科学技術創成研究院

「楕円周特徴量」を用いた機種依存
性の低い高精度屋内測位
下坂正倫  情報理工学院

PHAM NAM HAI  工学院

さまざまなサービスやユビキタス・コンピュー
ティングの分野への有用性から、位置情報の重
要性が高まる一方で、従来の屋内測位技術では、
ハードウェアの違い等により、高品位な測位が
できないという問題点が存在します。この問題
を解決するために複数のアクセスポイントから
得る電波強度の差を用いる「楕円周特徴量」に
着目しました。これより機種依存性が低く、既
存手法と比べ測位対象端末の位置をより狭い範
囲に絞り込むことができるようになります。

近年、消費電力が少ない不揮発性メモリの開
発が盛んに行われています。中でも、磁気抵抗
メモリ (MRAM)は大変有望視されています。
MRAMは不揮発性に加えて、10 ns級の高速
動作、極めて高い耐久性（書き込み回数1016回
以上）など、大変優れた特性を示します。現在
製品化されている第二世代MRAMの書き込み
技術として、スピン注入磁化反転法が研究開
発され、2012年ごろから実際に製品に使われ
ています。しかし、スピン注入磁化反転技術は
書き込み電力が大きいという欠点がありまし
た。本研究では書き込み電力が小さい第３世代
SOT-MRAMの実現に向けて、高い電気伝導性
と強いスピンホール効果を示す純スピン注入源
の研究を行いました。世界に先駆けて高い電気
伝導率と同時に強いスピンホール効果を示す
トポロジカル絶縁体の開発に成功、第２世代の
MRAM技術よりも書き込み電流を１桁、書き

室温動作の
超小型半導体テラヘルツ光源
淺田雅洋  科学技術創成研究院

電波と光の中間にある約0.1 ～ 10 THz（テラ
ヘルツ帯）の電磁波を、超高速無線通信やイメー
ジング・分光分析などに応用するため、ナノ構
造の一つである共鳴トンネルダイオード（RTD）
を用い、室温で動作する小型半導体テラヘルツ
光源を開発しました。室温電子デバイスでは世
界最高周波数1.92THzの発振に成功し、56G
ビット/秒のTHz無線通信のデモンストレー
ションを行いました。実用化に向け、アンテナ
とRTDの構造を最適化し、高周波化・高出力化
や周波数可変光源の研究開発を行っています。

赤く光る窒化物半導体を発見
大場史康、平松秀典、細野秀雄  
元素戦略研究センター

赤色発光デバイスや太陽電池への応用が期待で
きる新窒化物半導体を発見しました。窒化物は
半導体としての応用に適した性質を持ちます
が、現在利用されている窒化物半導体は希少元
素を含んでいます。本物質は地球上に豊富に存
在する元素のみを使い、これまでの窒化物半導
体とは異なる性質を持つことから、利用範囲が
大きく広がります。今回の材料探索は、材料科
学と計算科学・データ科学の融合であるマテリ
アルズ・インフォマティクスの応用の成果です。

世界一の省エネ スパコンTSUBAME3.0

科学技術計算への応用

器の光起電力の応答感度を高め、多数の検出器
をアレイ状に集積化して、フレキシブルに湾曲
させることで、どのような形状の対象物でも全
方位からの測定が可能となりました。種々の形
状をもつ医療器具や錠剤の非破壊・非接触検査
に威力を発揮することが期待されます。

の情報処理技術として大きな注目を集めていま
す。カナダのベンチャー企業D-Waveシステ
ムズ社が量子アニーリングをハードウェアとし
て実装し、Google、 NASAなどが次々に導入
またはクラウドでの利用を開始しています。さ
らに、Googleや米国の大規模国家プロジェク
トでも独自の量子アニーリングマシンの開発が
始まるなど、東工大の研究に端を発する大きな
流れが世界を動かしています。

感情経験のデザイン：
システムと人との
望ましいインタラクションの設計
梅室博行  工学院

ロボットやA I など、システムがインテリジェント
になればなるほど、人間はシステムをあたかも意
図のある、ある種の「人格」を持ったエージェント
とみなしてインタラクションをするようになりま
す。道具や機械を使う時には人間は主に合理的に
思考し合理的な評価をおこないますが、システム
がインテリジェントになり「人格」を見出せるよう
になるほど、感情的な信頼や愛着など、システム
とのつきあいから得られる感情経験が重要になっ
てきます。ロボットや情報システムとのインタラク
ションの研究においては、エンジニアが心理学の
専門家とチームを組むのは欧米ではすでに常識で
すが、わが国ではまだエンジニアが人間のことを

「想像」あるいは自分から類推してインタラクショ
ンを設計していることが多いようです。私たちの
チームは人間の心理的特性の専門家として、より
良い感情経験をもたらす技術の設計に貢献します。

液晶に代わる有機ＥＬディスプレイを高性能・
長寿命化するためには、陰極からの電子の注入
と発光層までの輸送を透明度が高く、高速で、
しかも安定的に行う必要があります。空気中で
安定な電子化物(電子が陰イオンとして働く物
質) アモルファスC12A7:eとZnO-SiO2とい
う2つの新しい透明酸化物半導体でこれを実現
しました。本研究室で発明した透明酸化物半導
体IGZOの薄膜トランジスタは、液晶ディスプ
レイだけでなく、大型有機ELテレビの駆動に
使われています。これらの新半導体材料は、有
機ELディス
プレイの普
及を液晶並
みにするこ
とに大きく
貢献します。

当研究室が世界で初めて実現したイッテルビ
ウム量子気体
顕微鏡は、高
温 超 伝 導 の
謎を解く量子
シミュレータ
として期待さ
れています。
1986年 に 発
見された銅酸化物超伝導体は、従来のBCS理
論では説明のできない高温で超伝導に転移し
ます。その微視的発現機構は、現象の発見か
ら30年経つ今でも謎につつまれています。本
研究室は、電子のかわりに冷却された原子を、
イオン格子の代わりにレーザーによって作ら
れた光格子を使って高温超伝導を量子的にシ
ミュレートし、その謎に迫り、室温超伝導の条
件を明らかにすることを目指しています。高
温超伝導の前段階の現象であるMott絶縁体状
態になると、電子は格子中の各サイトをラン
ダムにではなく一個ずつ占有するようになり
ます。図はMott絶縁体状態を光格子中で発現

し、一つ一つの原子を顕微観測した様子です。
当研究室では、冷却された原子の波としての
性質を利用することで、超高感度の慣性セン
サを実現する研究も行っています。

研究における３つの重要な取り組みの最新の研究成果をご紹介します。

込み電力を２桁削減することに成功しました。
今後、企業との共同開発で製品化を目指し、成
功すればトポロジカル絶縁体の初産業応用とな
ると期待しています。

性質の異なる化学結合を巧みに利用して、ナノ
サイズの空間をもつ様々な分子集合体を作製し
ています。例えば、カプセル型集合体では、そ
の空間の大きさや形に適合した分子を効率的に
取り込むことができます。取り込まれた分子は、
空間内でのみ観測される特異な物性や反応性
を発現しました。最近では、そのカプセルが天
然の糖の混合物から、砂糖の主成分であるスク
ロース（ショ糖）のみを捕捉できることを発見し
ました。今後、デザインされたナノ空間を基盤
とする産業や医療への応用が期待されます。

ナノ空間をもつ
分子集合体の新デザイン
吉沢道人  科学技術創成研究院
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従来の建物構造の概念を覆して積層ゴム等を介
して地震動から建物を切り離し倒壊を防ぐ免震

技術や、建物の揺れのエ
ネルギーをダンバーとい
う装置で熱に変えて揺れ
を制御する制振技術につ

いて、最先端の研究を行っています。

　2. 研究ハイライト

生理学を応用したヒトの計測評価
～顔の血流反応から
味覚や情動を判別～

林直亨  リベラルアーツ研究教育院

燃料電池内部の液水を計測し
高性能化をはかる
平井秀一郎、笹部崇、兒玉学  工学院

液体触媒の機能を固体表面で実現すると、生
成物との分離が容易になり、触媒の再利用が
可能になります。炭から開発したカーボン固
体触媒は既に実用化に成功し、従来の硫酸触
媒の性能を凌駕します。また、固体酸化物触

媒を用いて植物などのバイオ材料からエタ
ノールなどのバイオ燃料や樹脂を産出するこ
とにも成功しています。既存の触媒を新材料
に置き換え、目的の化合物を効率的に産出し
て産業に貢献すると共に、環境問題の解決も
目指します。

産業・環境問題を解決する
固体触媒
原亨和  科学技術創成研究院

磁気浮上マイクロメカトロニクス
で先進医療機器を開発
進士忠彦  科学技術創成研究院

化学系・生物学系研究者と
連携した中分子IT創薬研究
秋山泰、大上雅史  情報理工学院

健康・医療・障がい者支援

合成高分子をプラットフォームとして標的指
向機能や環境応答機能等のスマート機能を搭
載し、生体内で高度な機能を発現する疾患の
診断・治療システムの開発を目指しています。
具体的には、効果に優れ、副作用の少ない、
がん治療、核酸医薬やバイオ医薬品の実用化、
高感度な生体機能イメージング、医療機器と
の融合による超低侵襲治療等の実現、に向け
た研究を行っています。すでに一部は臨床試
験へと進んでおり、今後、これらの研究が医
療・社会・産業におけるイノベーションを起こ
すことが期待されます。

高分子デザインで
次世代の診断・治療薬を
西山伸宏  科学技術創成研究院

中分子は安価な化学合成が可能でありなが
ら、高分子に似た様々な利点を有しており、
創薬の新たな主役になると期待されていま

生体内で情報保持・伝達に関与する分子であ
るDNA/RNAや機能発現に関与する分子であ
るタンパク質を利用して、生命システムで使
われている物理化学的性質にとらわれず広い
視野で分子を利用し、自律的な情報処理の仕
組をもった分子ロボットの開発を目指します。
分子ロボットは、細胞内等超微小空間での分
子計算や細胞の制御、体中からの健康状態モ
ニタリングや、病気の患部へ直接薬を運ばせ
ることなどが期待されています。

分子コンピュータ・人工細胞・分子
ロボットの構築
瀧ノ上正浩  情報理工学院

ウイルスでできた熱伝導フィルム
澤田敏樹、芹澤武  物質理工学院

積層ゴム等様々な材料を利用した
制振・免震テクノロジー
笠井和彦  科学技術創成研究院  和田章  名誉教授

電磁力によって物体を浮上・回転させる磁気
浮上の超精密磁気軸受やマイクロ磁気軸受を
用い、補助人工心臓を研究開発しています。
血液を送り出すポンプの羽根車を、磁気軸受
により非接触で支持することで、赤血球の破
壊や血液の凝固を大幅に低減できます。体外
設置型の遠心血液ポンプの動物実験では、ポ
ンプ内部や腎臓、肝臓、脾臓において血栓が
形成されることなく、2か月間の補助循環実
験に成功しました。東工大と東京医科歯科大

学との共同ベ
ンチャーを核
として実用化
に取り組んで
います。

新材料 地震・災害対策

知の社会実装を通しての社会への貢献

磁気浮上式補助人工心臓

研究における３つの重要な取り組みの最新の研究成果をご紹介します。

有機系高分子材料は一般に熱伝導性が低く、
電気・電子機器の放熱材には適していないと
見なされてきましたが、核酸の周りにタンパ
ク質が規則的に集合化した高分子集合体であ
る「繊維状ウイルス」で液晶性フィルムを作
製することで優れた熱伝導材となることを見
出しました。しかも、水溶液を円形のガラス
上でただ乾燥させて生成される簡便なもので
した。高い熱伝導性を持つ有機系高分子材料
の作製方法の確立と、それに基づく新しい熱
輸送の機構の解明に繋がると期待されます。

ソフトロボット学

これまでのロボット学は、ひたすら、速度・
力・精度・確実性を目指してきたと言えます。
その結果産業界で優れた成果をあげてきたの
ですが、一方で、生き物がいとも簡単に行う
「やわらかい」動き、例えば赤ちゃんをほどよ
い力かげんで抱きしめる、ということは今の
ロボットにはなかなかできません。近年、機
械・電子工学、情報処理、材料科学、生物学、
等、様々な分野で、「やわらかさ」を指向する
新しい潮流が起きています。本研究では広い
視点からこれらを融合し、融通・適応・好い
かげん、といった生体システムの価値観に基
づく新しいロボット学の創成を目指していま
す。医療・介護分野や人間機械共存社会への
ロボット展開を目指し、やわらかな身体、し
なやかな動き、適応性のある知能の研究を進
めています。

鈴森康一、難波江裕之、田中博人  工学院、
藤枝俊宣  生命理工学院

新しい機能材料を試行錯誤的に開発するの
ではなく、出口から考えて材料の機能を最適
に設計し、開発しています。燃料電池材料で
は、常識にとらわれず、新しい発想で電解質
膜や触媒および触媒層の設計・開発に成功し、
燃料電池自動車への応用や、燃料電池の逆反
応である水の電気分解による水素製造への展
開を目指しています。生体システムから発想
し、特定分子を認識・応答する機能膜の設計・
開発にも成功し、病気の簡便診断を目指して
います。

水素・燃料電池材料・機能膜の
設計開発
山口猛央  科学技術創成研究院

環境・エネルギー技術

図. シリコン基板上の単層グラフェン（左）と単層二硫化モリブデ
ン（右）の表面に形成された自己組織化ペプチドのナノワイヤ

グラフェン及び二硫化モリブデンの2次元ナ
ノシート（厚さがナノメートルの単一層）の
表面で自発的に規則正しくナノ構造を形成す
るペプチド（アミノ酸数が少ないタンパク質）
を開発しました。このペプチドは、単層のグ
ラフェン及び二硫化モリブデンの電気伝導
特性を特異的に変調します。将来、ナノシー
トを使用した新たな機構を有するバイオセン
サーの開発に繋がると期待されます。

2次元ナノシート表面に"整列"する
ペプチドを開発
早水裕平  物質理工学院

撥水剤・塗料等、様々な用途で利用されている
シリコーンの合成法の一つであるヒドロシリ
ル化反応には、工業的に貴金属触媒が用いら
れます。この反応に極めて高活性を示す固定
化ロジウム触媒を開発しました。触媒回転数

（触媒1分子が目的とする反応を進行させた回
数）が従来よりも一桁高い190万回に達しま
した。これにより、貴金属触媒の使用量を大
きく減らし、シリコーンの安定生産に貢献す
ると期待されます。

極めて高い活性を示す
固定化ロジウム触媒を開発
本倉健  物質理工学院

※1 Sawano, T.; Lin, Z.; Boures, D.; An, B.; Wang, C.; Lin, W. J. Am. Chem. Soc. 2016, 138, 
9783-9786.
※2 Szubert, K.; Marciniec, B.; Dutkiewicz, M.; Potrzebowski, M. J.; Maciejewski, H. J. 
Mol. Catal. A Chem. 2014, 391, 150-157.
※3 1時間の触媒反応を10サイクル実施

本研究で開発した触媒と既報との活性比較
反応時間 触媒回転数

SiO2/Rh-NEt2 24 1,900,000
MOF-Rh（論文※1） 72 820,000
SiO2/Rh（論文※2） 10※3 200,000

全固体リチウムイオン電池
菅野了次  科学技術創成研究院

従来のリチウム電池では、電流を流す役目を
果たす「電解質」には液体が使われていまし
たが、その常識を覆し、電解質の固体材料化
の可能性を示しました。固体化により可燃性
が抑えられ、安定性が増します。また、低温

燃料電池は、次世代のゼロエミッション自動
車用電源であり、走行時には水しか排出しな
いクリーンな車になる。しかし、その水が高
性能化・低コスト化に弊害となる場合がある。
これは燃料電池の生成する水が、燃料電池が
必要とする酸素の供給を妨げるからであり、
水を制御し、スムースに燃料電池から排出す
ることが求められている。我々は、Ｘ線の技
術を応用し、光を透過しない中実な燃料電池
の内部の液水がどのような挙動をとるのか、

から高温まで幅広い温度領域で作動し、電流
も通りやすくパ
ワフルになりま
す。急速充放電
も可能になり、
電池として非常
に多くのメリッ
トが得られます。
今後、さらなる
実用化に向けて、
コストダウン等
に取り組む計画
です。

時々刻々変化する様子を計測することに成功
した。図に示されているのは、燃料電池の電
流を増加していった場合に、どのように水が
生成し、挙動するかを捕らえたものである。
この計測技術により、新しく開発される材料
が液水挙動にどのような影響を与えるのかが
評価可能となり、燃料電池の技術発展に大き
く寄与する。

味覚に対する顔の表情変化が時代や文化、地
域によらず類似するというダーウィンの記述
をもとに、おいしいと感じると瞼（まぶた）
部の血流が増加するというように、基本味
の嗜好度が顔面血流変化と関連することを
2011年に発見しました。その後、複合味の
影響についても同様の成果を報告し、産学連
携を通して様々な味覚への応用をしていま
す。また、マッサージローラー使用後に、使
用部位のみの顔面血流が増加することを発見
しました。循環系に関する生理学的な知見を
活かして、食品、美容などの産業分野へ貢献
しています。

す。薬剤標的分子の決定や、細胞膜透過性、
体内持続性、毒性などの予測に、分子シミュ
レーションや機械学習等のIT技術を用いた知
的な支援をすることで開発にかかる時間を大
幅に短縮でき、新薬の速やかな産業展開が可
能となります。生命理工学院等の教員と連携
して、革新的な中分子創薬研究に取り組んで
います。
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異種機能集積*
三次元大規模集積技術でテラバイトメモリや超小型システム
モジュール、バイオデバイス、植物の気持ちセンサーを産学
研究プラットフォーム（WOWアライアンス）で開発します。

大場 隆之 特任教授

革新的科学技術を先導し、真のイノベーション創出を具現化する組織
基盤技術から応用技術に至る科学技術創成を果たす組織

研究ユニットとは東京工業大学として特に重視する研究分野を牽引していく研究者をリーダーとし、５年を期限とした組織です。研究資源を
重点的に配分する等、大学として強力に支援することにより、研究を加速・推進しています。

研究センター

研究ユニット

科学技術創成研究院は、教員が研究に専念できる環境を整備し、その能力を最大限に引き出
すこと、および、学内外、国内外の機関との活発な連携と人事交流で組織を超えた柔軟な研
究グループの構築を可能にし、成果の社会実装を推進できる仕組みを提供することで、知の
結集を図り、革新的な科学技術を開拓し、新たな研究領域の創出と人類社会の課題解決、将
来の産業基盤の育成を強く意識した世界トップレベルの研究成果創出を使命とします。

科学技術創成研究院

バイオインタフェース
脳が身体を動かす仕組みを研究し、脳波により機械装
置を動かす技術や臓器の状況を検知する技術を開発し、
病気の早期発見や健康増進につなげます。

小池 康晴 教授

機械工学、電気電子工学、金属工学、情報工学、環境工学、防災
工学、社会科学等の異分野融合により、その時代に適合する新た
な産業技術を創成し、豊かな未来社会の実現に貢献します。

未来産業技術研究所 （FIRST）

分子を基盤とする化学及び生命科学に関する基礎から応用までの
研究の深化・発展を通じて、新しい学理の創成と次世代科学技術
の創出を実現し、人類の高度な文明の進化と、より豊かで持続可
能な社会の具現化に貢献します。

化学生命科学研究所 （CLS）

原子核に内在するエネルギーの有効利用を目指した理工学研究に
より、社会と調和した原子力システムを構築し、資源・エネルギー・
環境課題の解決に資することにより世界の持続的発展に貢献する
と共に、社会に役立つ高度な放射線利用技術を開発します。

先導原子力研究所 （LANE）

多様な元素から構成される無機材料を中心として、有機・金属材
料などの広範な物質・材料系との融合を通じて革新的物性・機能
を有する材料を創製し、これらの材料に関する新しい学理を探求
し、社会の諸問題の解決に寄与します。

フロンティア材料研究所 （MSL）

先進エネルギー国際研究センター（AES）
低炭素社会の要となる再生可能エネルギーや省エネを極限まで取り込んだ地域づくり「スマートコミュニ
ティー」の実現を目指して、本格的な次世代エネルギーの基盤技術の開発・実証研究に協力企業と共同
で取り組みます。

社会情報流通基盤研究センター（ASIST）
行政機関や医療機関等が管理している個人情報を、本人が自ら必要に応じて取得・確認・利活用できる
安全確実な社会情報流通基盤を整備し、この情報流通基盤を用いて、行政のワンストップサービスや生
涯に渡る個人健康の管理を実現するための研究開発を行います。

細胞制御工学研究センター
細胞の構造や機能を「観る」、分子機構解析で「知る」、細胞編集や再構成で「操作する」ための基盤技術
を確立し、遺伝子の発現・再編成からタンパク質の合成・修飾・分解までの分子機構と細胞機能のダイナ
ミクスを理解します。

ビッグデータ数理科学
人間の行動履歴が従来よりも桁違いに詳細かつ網羅的
に記録されたビッグデータを融合的に活用し、人間社会
の現象やリスクを科学の視点から解明し、レジリエント
で持続可能な社会の構築を目指します。
高安 美佐子 教授

グローバル水素エネルギー　
水素社会実現に向けて、要素技術、システム、産業、社
会の各観点から課題を抽出し、客観的、科学的に評価
するとともに、必要な研究開発を行います。

岡崎 健 特命教授

スマート創薬
IT技術と生化学実験の相互補完的な適用による「スマー
ト創薬」の手法により効率的な創薬を目指します。

関嶋 政和  准教授

ハイブリッドマテリアル
独自開発の樹状高分子により金属元素を原子単位で精
密にハイブリッドした新規物質を創製し、次世代機能材
料の礎となる新分野を切り拓きます。

山元 公寿  教授

量子コンピューティング
量子アニーリングの基礎理論が主なテーマです。1998
年の量子アニーリングの提案から今日に至るまで，世界
をリードし続けています。

西森 秀稔 教授

全個体電池
次世代バッテリーの本命と期待される全固体電池の研究開
発に独自に創出した超イオン伝導体（固体電解質）をキーテ
クノロジーとして取り組み、早期の実用化に貢献します。

菅野 了次 教授

ナノ空間触媒
ナノ空間構造を利用した触媒の創製とプロセス開発を通
じ、炭素資源の有効利用と化学品製造プロセスのグリー
ン化を推進します。

横井 俊之 准教授

3. 研究院、学院等

センター長：柏木 孝夫 特命教授

センター長：大山 永昭 教授

センター長：大隅 良典 栄誉教授

D A T A

145人非常勤教員（外国人教員） 41人

107人研究員（外国人研究員）

981人指導大学院生（留学生） 249人

175人常勤教員（外国人教員） 6人

2018 年 12 月現在

26人

化学資源持続生産*
化石資源を使うことなく、人類社会に不可欠な化学資源
を持続的に生産する方法を確立し、新たな産業を創出す
ることを目的としています。

原　亨和 教授

* 2019年 4月1日発足予定
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研究拠点組織

構成と研究分野

研究への取り組み

物理学系 ■ 素粒子　■ 原子核　■ 宇宙　■ 物性 ( 理論、実験 )

理学院
真理を探究し知を創造する
理学院は数学系、物理学系、化学系、地球惑星科学系の4つの系からなり、人類の知の文化
としての理学を継承・発展させ、さらに自然科学の最先端を切り拓く研究を先導・展開するこ
とを目的に研究活動を行っています。理学の研究は、すぐには人類の生活に還元されないか
もしれません。しかし、これまで生み出されてきた概念や知見は、人類の知的文化を豊かにす
るだけでなく、多くの場合10年以上の時間を経て社会や自然の問題の解決に寄与しています。

■ 解析学　■ 幾何学　■ 代数学数学系

■ 宇宙地球化学　■ 宇宙惑星科学　■ 地球内部科学地球惑星科学系

■ 物理化学　■ 有機化学　■ 無機化学　■ 分析化学　■ 火山化学化学系

3. 研究院、学院等

地球生命研究所 (ELSI)

元素戦略研究センター

地球インクルーシブセンシング研究機構 (EISESiV)

地球科学、生命科学、惑星科学分野のトップ
レベルの研究者を国内外から結集し「地球と
生命の起源」を探ります。研究職員約60名
のうちおよそ半数が外国人であり、所内では
英語を公用語としています。事務室には外国
人の日本での生活支援を担当する職員を配
置し、また毎週、日本語教室も開催しています。
文部科学省世界トップレベル研究拠点プログ
ラム(WPI)採択拠点。（2012年設置）
http://www.elsi.jp/

「石ころ」や「セメント」のようなありふれた
物質から人類に役立つ革新的な材料を生み出
すことを目標としています。文部科学省元素
戦略プロジェクト＜研究拠点形成型＞におけ
る日本で唯一の電子材料領域拠点です。（2012

年設置）
http://www.mces.titech.ac.jp/

人と自然が共生していくための社会／地球の課
題を、センシング技術とAI/IoTエッジ技術を用
いて解決することを目標としています。
地球上の自然、里山、社会、人に存在する今ま
で測ることができなかった・気づかなかった現象
を含めてセンシングし、解釈可能あるいは私たち
に関わりのある情報として人々に提供し、 自然と
私たちを一つの有機体として捉えて人にフィード
バックします。人々の自発的な行動を促すことで、
互いに助け合う共助の社会の実現と地球環境と
の共存共栄を目指します。
文部科学省センター・オブ・イノベーションプ
ログラム（COI）採択拠点
https://www.coi.titech.ac.jp/

所長 : 廣瀬敬

センター長 : 細野秀雄

政府等の大型資金に基づき
世界最先端の研究を推進する組織 D A T A

28人非常勤教員（外国人教員） 6人

23人研究員

760人全学生数（留学生） 36人

296人　学士課程（留学生） 9人

346人　修士課程 （留学生） 11人

118人　博士後期課程 （留学生） 16人

142人常勤教員（外国人教員） 4人

2018 年 5月 1日現在

オープンスペース AGORA

研究課題図

元素周期表の横と同数の窓を持つ新棟「元素キューブ」 原子分解能分析電子顕微鏡

ELSI 新棟
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構成と研究分野
構成と研究分野

研究への取り組み

研究への取り組み

■ エネルギー　■ 燃料電池　■ マイクロ・ナノ流体　■ 乱流・燃焼　■ 先進製造・機能材料  ■ 機能創出加工　
■ 機械システム　■ ロボット　■ アクチュエータ　■ 医療・福祉機器  ■ 感性工学　■ 振動・騒音　
■ 航空宇宙工学

システム制御系 ■ 制御理論　■ 計測理論　■ コンピュータビジョン　■ 超音波計測　■ ネットワーク制御　
■ 生物機械融合システム　■ スポーツ工学　■ エネルギー変換制御

材料系

応用化学系

■ 金属　■ 有機材料　■ 無機材料　■ エネルギー　■ ライフエンジニアリング　■ 原子核工学 

■ 高分子科学　■ 化学工学　■ 応用化学　■ 化学環境学　■ エネルギー　
■ ライフエンジニアリング　■ 原子核工学 

■ 電子デバイス　■ 電子材料・物性　■ 波動通信　■ 回路システム　■ 電力エネルギー　■ 電力変換装置　
■ 電磁アクチュエータ　■ 量子センサ　■ バイオセンサ　■ スピントロニクス　■ グリーンデバイス　
■ フォトニクス　■ 集積回路　■ プラズマ　■ アンテナ

■ 通信　■ 信号処理　■ VLSI・計算機　■ 人間情報システム　■ 通信ネットワーク・セキュリティ  ■ 無線給電　
■ 自律分散ネットワーク　■ クラウドコンピューティング　■ 人間協調型AI　■ 機械学習　
■ ビッグデータ解析　■ 感覚センシング

経営工学系

工学院 物質理工学院
新産業開拓と文明に貢献する総合的工学知 地球の生き物と共生する物質文明の創造
工学は、人類を幸せにするための枠組である「文明」に貢献する学問です。工学院は、機械、
システム制御、電気電子、情報通信、経営工学などの技術分野を対象としています。各技術
分野における基礎学問の深化を目指した基盤研究はもちろんのこと、未来の人類社会におけ
る課題を見据えた系横断のグループを設置して異分野融合による研究を推進しています。特
に産業界からの具体的なニーズに対しては、産学連携室が各課題に最適な教員群からなる研
究チームを構成して解決に当たります。これらにより、再生/省エネルギー技術、多様時空間
システムの制御、人の五感を活用できる革新的なインターフェース機器や情報通信網等、さ
まざまな社会課題を解決し新産業を開拓する技術開発を進めています。

材料系と応用化学系の２つの系から成る物質理工学院は、物質の構造・物性の理解に基づい
た機能創成を行い、ダイナミックな物質の化学変化を操る原理・手法を創出する研究者・技術者
を育てていくことを目指しています。また、世界トップレベルの研究者が相互に交流・協力し、全
ての物質を対象とし、環境・エネルギー・資源・安全・健康の課題解決という目標に向かって若人
を育成する揺り籠であり、夢に燃える彼らと共働する道場です。

■ インダストリアル・システム  ■ 人間中心型システム  ■ オペレーションズ・マネジメント  ■ OR  
■ 数理情報技術  ■ 企業ガバナンス  ■ 経営戦略・マーケッティング  ■ ヒューマノミクス  ■ 数量経済史  
■ ゲーム理論・実験経済学  ■ マクロ・計量経済学

機械系

情報通信系

電気電子系
物質理工学院は、材料系と応用化学系の
２つの系から構成され、日本の産業構造
の中で、非常に強力でかつ将来、この国
の産業として欠くことのできない物質を
扱っていく教育及び研究の中心を担う組織
です。さらに、物質理工学院内に、「産学
官連携共同教育」や「産学官連携共同研
究」、「国際共同教育・研究」、「異分野融
合共同研究」といった各プロジェクトを、
材料系と応用化学系という二つの系間を
跨って立ち上げるために『理工統合物質創
成イノベーション研究推進体』という新し
い組織体を設置いたしました。物質理工
学院の教員から、選出してそれぞれに配
置し、学院内の教育新体制整備、研究ア
クティビティの向上を目指します。

3. 研究院、学院等

D A T A

29人非常勤教員（外国人教員） 6人

33人研究員

1,456人全学生数（留学生） 197人

387人　学士課程（留学生） 11人

847人　修士課程 （留学生） 102人

222人　博士後期課程 （留学生） 84人

152人常勤教員（外国人教員） 5人

2018 年 5月 1日現在D A T A

51人非常勤教員（外国人教員） 5人

25人研究員

2,230人全学生数（留学生） 375人

782人　学士課程（留学生） 37人

1,190人　修士課程 （留学生） 219人

258人　博士後期課程 （留学生） 119人

201人常勤教員（外国人教員） 11人

2018 年 5月 1日現在
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構成と研究分野
構成と研究分野

数理・計算科学系
■ 数理モデリング　■ 数理統計学　■ アルゴリズム設計　■ プログラミング言語　
■ ブロックチェーン　■ ソフトウェア開発環境　■ 高性能計算　■ サイバーセキュリティ　
■ 数理最適化　■ 情報可視化　■ 分散システム　■ トポロジー　■ 偏微分方程式

情報工学系
■人工知能　■ 自然言語処理　■ 音声・画像認識　■システム制御　■ データマイニング　
■ 分子シミュレーション　■ 並列計算　■ ヒューマン・インタフェース　
■ バーチャル・リアリティ　■ データベース　■ IoT　■ バイオインフォマティクス

情報理工学院 生命理工学院
情報社会の未来を創造する スマートバイオ　～ライフサイエンスとバイオテクノロジーの融

合を推進し、ライフ・イノベーションの知の協創拠点を目指す～「情報」はとらえどころのない対象です。その情報を見たり、分析したり、私たちが活用できるよう
にするために、高度な数学理論、高性能コンピュータの技術、人工知能等、数多くの研究が進
められてきました。現在、多くの「情報」がコンピュータで処理できるようになり、より効率的に使
えるようになってきています。けれども、「情報」とそれを処理するための計算に関しては、明らか
にすべき真理や開発すべき技術が、まだ数多くあります。思いもつかなかった応用も沢山あるは
ずです。情報理工学院では社会に貢献できる情報科学技術を目指し、「情報」に関する真理の
探究と革新的な技術の開拓を進めていきます。

超スマート社会（第5期科学技術基本計画）の実現には、ライフサイエンス研究の発展に
基づいた社会ニーズに対応できるバイオテクノロジー、つまりスマートバイオ技術の創造
が重要です。生命理工学院では、「生命科学」の強力な基礎研究を基盤とし、「生命分子科
学」と「生命工学」研究を「生命情報科学」と融合させ新しいスマートバイオ技術を創造す
る教育研究を推進しています。さらに、社会連携を通じてライフ・イノベーションの知の協
創拠点を目指します。

研究への取り組み 研究への取り組み

■ 生体高分子　■ 医薬品化学　■ ケミカルバイオロジー　■ 細胞機能解明・制御技術　
■ 疾患発症メカニズム・治療法開発　■ バイオマーカー　■ 発生・再生　■ 脳科学・神経科学　
■ バイオイメージング　■ バイオインフォマティクス　■ 分子デバイス　■ 遺伝子工学　■ タンパク質工学　
■ 微生物工学　■ バイオマテリアル　■ バイオセンサー　■ 分子計測技術　■ 生体触媒　■ 植物科学　
■ バイオマス　■ 進化　

生命理工学系

3. 研究院、学院等

D A T A

7人非常勤教員（外国人教員） 1人

26人研究員

786人全学生数（留学生） 83人

287人　学士課程（留学生） 5人

385人　修士課程 （留学生） 49人

114人　博士後期課程 （留学生） 29人

85人常勤教員（外国人教員） 0人

2018 年 5月 1日現在

D A T A

35人非常勤教員（外国人教員） 5人

18人研究員

661人全学生数（留学生） 113人

211人　学士課程（留学生） 9人

361人　修士課程 （留学生） 78人

89人　博士後期課程 （留学生） 26人

70人常勤教員（外国人教員） 3人

2018 年 5月 1日現在
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文理共創型学院として、人と社会に関わる複合的な
課題解決に挑戦し、世界の包摂的かつ持続的発展に貢献

リベラルアーツのロゴス、パトス、エトスにより、根源的・倫
理的・説得的に理工学知をまとめ、「違う未来」を見つける

人類と社会の持続的な発展のためには、理工学に加えて人文社会科学の知識を広く学び、
それらを応用・展開するとともに、新たな学術・技術を創生していくことが求められていま
す。そのため、環境・社会理工学院は、建築学系、土木・環境工学系、融合理工学系に加えて、
大学院に社会・人間科学系、イノベーション科学系ならびに技術経営専門職学位課程を設
置して、文理共創型の学院としてグローバル化社会への貢献を目指しています。

世界の包摂的かつ持続的発展に貢献するために、自然環境と人間社会を調和させるための工学、技術を社会へ導入・浸透、維持させ
る工学を展開し、ものづくり、ことづくりに加えて、人工物を自然に戻すための技術開発も含めて総合的に研究を進めます。

リベラルアーツ研究教育院では、人文・社会科学を中心に、幅広い文理横断分野の研究
が行われています。そこでは、人智の新しい地平を開拓し、よりよき生を構築するため
に、人とはなにか、世界とはなにかについて考究しています。
同時に、志ある理工学知を社会に実装するためのシンクタンク的な役割を担っており、東工
大発の大型研究プロジェクトにも貢献しています。

構成と研究分野

構成と研究分野

建築学系 ■ 建築デザイン  ■ 建築サステナビリティ  ■ 建築エンジニアリング 
■ 建築 PM    ■ 都市空間マネージメント

土木・環境工学系 ■ 次世代インフラ・空間  ■ 持続可能社会システム 
■ 社会安全システム    ■ 都市空間マネージメント

融合理工学系 ■ 人・社会システム     ■ 環境・自然システム  
■ もの・人工システム  ■ 統合・調和システム

イノベーション科学系 ■ 知的・技術的価値創造  ■ 経済的価値創造  ■ 社会的・公共的価値創造

環境・社会理工学院 リベラルアーツ研究教育院

リベラルアーツ研究教育院は全学の学部１年生から博士後期課程にいたる教養教育を担当しています。文系教養、英語教育、第二外国語
教育、ウェルネス、教職、留学生のセクションに分かれつつも、学部入学直後の「立志」教育や、修士でのリーダーシップ教育、博士後
期課程での社会的課題に対する学際的研究教育では、専門分野を超えた教育を展開しています。
研究分野はセクションにとどまらず、語学教育担当者が芸術の研究をする、文系教養担当者が数理モデルを扱うなど、多種多様な研究分
野を隙間なくカバーしています。個々の分野については、図に示された研究分野を参照してください。
理工系の知識と社会とを俯瞰し、よりよき生を構築するための橋渡し役となるような役割も担いつつあります。

研究への取り組み

研究への取り組み

3. 研究院、学院等

6人

D A T A

3人非常勤教員（外国人教員） 0人

53人常勤教員（外国人教員） 5人

2018 年 5月 1日現在D A T A

68人非常勤教員（外国人教員） 7人

22人研究員

1,289人全学生数（留学生） 357人

300人　学士課程（留学生） 61人

772人　修士課程 （留学生） 196人

217人　博士後期課程 （留学生） 100人

119人常勤教員（外国人教員） 5人

2018 年 5月 1日現在

― 将来構想 ―
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4.ライブラリ

QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

出版物 本学では以下のような冊子を発行しています。(    :日本語版     :英語版      :日本語・英語併記版）
ウェブ公開版があるものはQRコードからご覧いただけます。
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東工大ハンドブック データブック 2018-2019

科学技術創成研究院

入学案内 2019

理学院 
数学系

環境・社会理工学院
イノベーション科学系

理学院 
化学系

環境・社会理工学院
建築学系

環境・社会理工学院
土木・環境工学系

環境・社会理工学院
融合理工学系

理学院
地球惑星科学系

FIRST 2018
未来産業技術研究所

2018-2019 Laboratory 
for Chemistry and Life 
Science
化学生命科学研究所

Laboratory for 
Materials & Structures 
2018
フロンティア材料研究所

先進エネルギー
国際研究センター

OVERVIEW of LANE
先導原子力研究所要覧

情報理工学院 2018

Professor Profiles 
2018
物質理工学院

リベラルアーツ研究教育院

生命理工学へのご招待

ELSI: 
地球と生命の起源に迫る

東京工業大学
地球生命研究所
ELSI

研究ユニット

工学院

Materials Research 
Center for Element 
Strategy
元素戦略研究センター

Guide to EEI　
環境エネルギー
イノベーション棟学術国際情報センター イノベーション研究推進体
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Tokyo Tech Research 
2019-2020
東工大の研究力
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すずかけ台キャンパス
〒 226-8503 神奈川県横浜市緑区長津田町 4259

すずかけ台駅（東急田園都市線） 徒歩 5 分

大岡山キャンパス
〒 152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1
大岡山駅（東急大井町線・目黒線）徒歩 1分

田町キャンパス
〒 108-0023 東京都港区芝浦 3-3-6

田町駅（JR 山手線・京浜東北線） 徒歩 2 分

https://www.titech.ac.jp/
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